
地
方
経
済
事
情
の
部
分
的
研
究
の
叫
だ
し
て
本
統
に
は
琴
申
町
に
裁
き
て
の
研
究
を
掲
ぐ
。
 
 

琴
平
町
に
就
い
て
 
 

琴
平
町
重
職
田
芳
大
武
ほ
町
政
並
に
町
甲
蟹
展
に
こ
圧
非
常
に
親
心
l
こ
一
身
ね
賭
し
て
之
に
箇
ら
れ
、
其
の
計
歪
¢
樹
立
に
苦
心
ぜ
ら
れ
、
其
り
淀
 
 

迂
潤
な
事
は
今
更
吸
々
す
ろ
迄
も
な
い
串
で
ぁ
る
が
、
多
少
写
り
ミ
も
他
山
¢
石
ミ
な
り
、
参
考
ミ
な
れ
ば
仕
合
ぜ
で
あ
ろ
。
文
中
琴
平
町
の
人
々
 
 

沓
に
こ
全
力
ね
傾
経
ぜ
ら
れ
て
居
ら
れ
る
串
は
、
夙
l
こ
知
ら
れ
て
居
ろ
革
質
で
あ
つ
て
、
我
々
の
常
に
敬
服
L
て
居
る
次
第
で
ぁ
る
。
過
日
同
町
か
ら
 
 

招
か
れ
て
歯
糞
講
演
曾
に
出
席
し
圭
際
牽
率
町
を
一
越
し
て
感
じ
た
審
ね
次
l
こ
沓
与
逸
れ
て
見
厚
い
ミ
思
ふ
。
元
よ
り
我
々
の
簡
際
問
題
に
封
し
て
 
 
 

に
封
し
非
祀
な
革
も
砂
少
で
な
い
樺
で
ぁ
る
が
、
特
に
芳
盈
¢
町
民
緒
氏
¢
寛
恕
ね
乞
ひ
、
＝
ん
な
夙
に
も
見
へ
る
か
な
位
め
程
屡
で
見
逃
し
み
御
 
 

駁
ひ
す
る
次
第
で
ぁ
る
。
尚
町
長
ミ
共
に
常
に
同
町
商
工
尭
の
蟹
展
に
こ
努
力
ぜ
ら
れ
て
居
る
商
工
曾
長
丸
井
惣
着
街
門
虎
に
封
し
て
も
同
様
跨
い
敬
 
 

意
を
表
す
る
も
¢
で
ぁ
る
。
 
 

香
川
戯
の
慮
発
（
琴
脊
町
に
就
い
・
て
）
 
 

■
 
 

一
撃
軍
町
¢
概
妄
 
 

二
 
琴
平
町
¢
短
所
 
 

三
 
交
通
¢
密
通
ミ
賓
客
の
種
轍
 
 

l
－
 
 

1
 
 

ノ
 
 

（
七
）
 
 

願
 
の
 
産
業
 
 

四
 
賓
客
招
致
の
方
法
 
 

五
 
土
 
 
産
 
 
物
 
 

六
 
富
倦
ミ
協
力
 
 木

 
 
村
 
 
元
 
 
治
 
 

（
こ
三
こ
 
 
七
三
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l
 

琴
平
町
は
香
川
喋
仲
多
度
那
の
中
央
に
あ
つ
て
、
図
解
中
鹿
金
刀
比
雁
宮
の
鎮
座
す
る
象
頭
山
の
東
山
麓
に
在
る
。
 
 

明
治
維
新
前
に
於
て
は
金
毘
羅
ビ
稀
へ
ら
れ
て
居
た
が
、
維
新
後
琴
中
村
ご
改
め
ら
れ
、
明
治
二
十
三
年
町
村
制
賓
施
 
 

旦
同
時
に
琴
示
町
ビ
改
稀
さ
れ
、
面
積
は
○
、
一
九
三
方
偲
、
東
西
二
十
一
町
、
南
北
十
九
町
竿
、
十
九
億
の
町
蜜
十
個
 
 

の
橋
梁
ビ
を
宿
す
。
永
く
他
町
村
空
合
併
せ
ず
、
殊
に
地
方
的
産
業
に
見
る
べ
き
も
の
が
無
い
の
で
、
人
口
は
増
殖
き
 
 

れ
サ
、
若
き
は
撞
く
出
で
、
家
に
は
老
弱
婦
女
子
の
留
ま
る
も
の
が
多
く
、
此
の
教
卒
間
組
人
口
は
約
六
千
に
留
ま
つ
 
 

て
、
一
声
数
十
人
を
擁
す
る
放
館
な
ぎ
が
有
る
に
不
拘
、
一
月
平
均
四
人
等
位
に
過
ぎ
な
い
琴
は
同
町
町
長
の
深
く
概
 
 

し
て
居
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
大
物
主
神
を
正
殿
に
祭
り
、
崇
徳
天
皇
を
粕
殿
に
配
っ
た
琴
中
神
赴
に
は
、
塵
詣
客
四
時
 
 

紹
へ
た
事
な
く
琴
卒
輝
か
ら
琴
平
山
の
中
腹
ま
で
六
十
軒
の
族
館
ど
百
十
軒
の
土
産
物
商
が
覇
を
連
ね
て
屈
も
の
で
あ
 
 

る
○
 
 

〓
 
 

今
琴
申
町
の
長
所
、
短
所
を
見
る
に
光
っ
て
先
づ
、
香
川
燦
人
共
通
の
長
所
短
所
を
考
へ
て
見
度
い
ざ
思
ふ
。
幸
ひ
 
 

之
に
付
い
て
最
近
香
川
棟
数
背
骨
の
商
議
員
脅
か
ら
、
株
普
尽
へ
答
申
す
る
塞
が
静
表
さ
れ
た
か
ら
之
に
接
つ
で
見
る
 
 

串
ビ
す
る
。
 
 
 

＿
 
 

欝
こ
食
 
 
欝
こ
．
蚊
 
 

ハ
ニ
三
園
）
 
 
七
四
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零
川
嬢
螺
民
塵
の
短
所
ご
認
む
ペ
き
点
 
 

て
嫉
妬
心
一
、
面
種
腹
背
の
念
濃
厚
な
る
こ
ミ
 
 

：
 
 
ニ
、
共
同
叫
致
の
精
神
に
乏
し
き
こ
ご
 
 
 

三
、
創
造
性
に
乏
し
く
、
堅
忍
、
持
久
、
進
取
、
向
上
の
念
少
な
き
こ
ご
 
 
 

四
、
戚
備
に
走
り
理
智
駒
判
断
に
乏
し
き
 

五
∵
目
前
の
利
益
に
執
着
し
、
大
局
に
立
脚
せ
ざ
る
こ
ご
 
 
 

六
、
射
停
心
強
く
、
着
賃
の
気
風
乏
し
き
こ
ど
 
 
 

七
、
時
間
観
念
薄
く
、
能
率
曙
進
の
念
乏
し
き
こ
ミ
 
 
 

香
川
燦
々
良
性
の
長
所
ビ
認
む
べ
き
点
 
 
 

二
常
識
、
に
富
み
、
機
智
に
長
す
る
こ
ミ
 
 
 

ニ
、
模
倣
性
に
富
み
、
手
段
に
長
す
る
こ
ビ
 
 
 

三
、
温
順
に
し
て
、
親
切
の
風
あ
る
こ
ご
 
 
 

四
、
文
革
美
術
の
趣
娩
に
長
ず
る
こ
ご
 
 
 

五
、
細
心
に
し
て
節
約
貯
蓄
の
風
あ
る
こ
ミ
 
 

以
上
の
各
項
が
果
し
て
何
の
程
度
迄
眞
理
で
あ
．
る
か
、
確
言
す
る
革
は
出
凍
な
い
の
で
あ
る
が
、
今
綴
り
に
此
め
楼
 
 

香
川
麒
り
産
業
（
琴
平
軒
に
就
い
て
）
 
 

●
 
 

（
二
三
三
）
 
セ
玉
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戸〒〒▼  

弱
 
 

（
こ
三
四
）
 
屯
六
 
 

第
こ
巷
．
弟
二
舵
 
 

な
共
趨
性
が
稼
民
諸
氏
に
あ
る
も
の
ご
し
て
、
之
を
琴
平
町
に
嘗
て
飲
め
て
考
へ
て
見
る
。
 
 
 

第
ノ
ー
に
燦
民
は
嫉
妬
心
が
多
い
ビ
云
ふ
事
に
嚢
し
て
は
最
近
琴
卒
電
餓
の
食
堂
問
題
が
あ
る
。
叉
ケ
ー
ブ
ル
登
山
餓
 
 

道
の
問
題
も
あ
る
。
他
人
の
計
毒
し
た
畢
を
一
度
は
反
刻
し
て
之
が
成
就
し
な
い
様
に
す
る
。
勿
論
之
は
二
っ
ど
も
憲
 
 

夫
年
間
題
で
ぁ
っ
て
町
民
の
多
数
の
死
活
に
関
す
る
事
で
あ
る
か
ら
軽
々
に
諭
ず
る
事
は
封
凍
な
い
が
、
少
く
ど
も
有
 
 

望
ビ
患
は
れ
る
他
人
の
計
畜
を
嫉
妬
す
る
ビ
云
ふ
傾
向
は
全
然
無
い
ど
は
云
は
れ
な
い
。
 
 
 

第
二
に
共
同
鵬
致
の
精
細
に
映
げ
で
居
る
と
の
事
で
あ
る
が
、
聞
く
所
に
ょ
る
ピ
土
産
物
商
同
業
組
合
は
正
札
販
鷺
 
 

の
革
め
に
特
に
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
軒
先
き
に
楕
固
型
り
赤
い
看
威
き
、
桂
に
短
冊
型
の
掛
看
板
を
出
し
て
居
 
 

る
の
み
で
一
向
に
正
札
閲
如
の
賓
は
上
が
ら
す
、
依
然
せ
し
で
懸
佑
な
ぎ
が
稲
は
れ
て
居
る
ビ
云
ふ
箪
で
あ
る
が
、
若
 
 

し
之
が
事
賓
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
ん
な
看
板
一
ざ
出
し
で
居
る
史
け
却
つ
で
町
の
信
用
を
傷
け
る
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
 
 

は
少
数
の
も
の
が
脆
け
駈
け
を
し
て
儲
け
横
ビ
す
る
こ
ど
か
ち
起
る
競
学
の
結
果
で
あ
つ
て
、
共
同
山
致
の
賓
の
寒
が
 
 

ら
な
心
慮
で
あ
る
。
町
ぜ
商
工
曾
は
常
に
一
致
し
て
之
に
交
油
機
閲
業
者
の
全
部
及
び
町
民
は
多
少
の
不
利
は
御
互
ひ
 
 

に
耐
へ
て
全
て
山
国
ミ
な
り
、
例
へ
ば
納
涼
蜘
の
催
し
が
通
れ
ば
金
町
馨
っ
て
之
に
普
っ
て
、
ま
腱
は
町
に
重
ね
て
町
 
 

民
は
傍
観
す
る
ビ
云
ふ
様
な
態
度
を
探
ら
す
に
共
存
共
螢
を
計
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
不
正
ち
商
人
が
あ
ら
ば
之
に
 
 

充
分
の
牲
意
を
輿
ふ
る
こ
ぞ
も
共
同
の
上
か
ら
必
要
軍
事
で
あ
る
。
 
 
 

第
三
に
創
造
性
に
乏
し
い
ぜ
云
ふ
瓢
に
就
て
は
琴
平
百
十
軒
の
土
産
物
商
土
産
物
に
裁
て
見
て
も
分
る
。
何
一
つ
ご
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し
て
琴
申
で
な
け
れ
ば
得
ら
れ
ぬ
ビ
云
ふ
も
の
が
な
い
。
最
近
】
刀
彫
な
ざ
が
出
挙
、
未
だ
琴
中
名
物
ぜ
は
な
つ
て
居
 
 

な
い
が
、
之
等
は
非
常
に
尊
ぶ
べ
き
事
で
あ
る
が
、
他
に
は
僻
、
抽
べ
し
な
ざ
を
除
い
て
殆
ん
ざ
地
図
か
ら
凍
た
も
の
 
 

セ
あ
る
。
其
の
挿
琴
青
空
ハ
十
に
及
ぶ
そ
云
ふ
に
到
っ
て
は
寧
ろ
驚
し
ペ
き
も
の
で
あ
る
が
、
さ
て
一
つ
ど
し
て
東
 
 

京
、
大
阪
方
面
の
人
に
対
し
て
珍
ら
し
い
も
の
は
な
い
。
到
る
轟
か
ら
各
種
の
品
を
集
め
た
の
み
で
雑
然
せ
し
て
並
ん
 
 

で
居
る
有
磯
で
、
琴
卒
猶
時
の
も
の
が
無
い
っ
模
倣
は
狗
別
に
先
立
た
ず
三
富
ふ
謹
の
通
わ
何
ん
な
に
巧
み
な
模
倣
で
 
 

も
結
局
の
追
従
に
過
ぎ
な
い
の
で
何
時
迄
立
っ
て
も
山
歩
も
先
き
ん
ず
る
串
は
出
凍
な
い
。
 
 
 

第
四
に
戚
備
に
走
b
易
い
ビ
云
ふ
の
で
あ
る
が
、
よ
く
新
聞
紙
上
等
で
町
民
大
倉
等
は
盛
に
術
は
れ
て
、
甲
静
乙
威
 
 

せ
ら
る
ヽ
革
を
聞
く
が
琴
申
町
に
普
る
例
を
今
見
出
す
寧
が
出
凍
な
い
。
 
 
 

第
五
に
目
前
の
小
利
に
執
着
し
て
大
局
に
立
脚
せ
ぬ
ミ
の
琴
に
裁
て
は
、
前
記
の
琴
平
電
餓
の
食
費
辟
螢
に
反
射
す
 
 

る
が
如
き
、
 

考
へ
て
永
久
の
砲
利
を
思
ほ
な
い
結
果
で
あ
る
。
例
へ
ば
今
此
所
に
新
し
い
禽
鹿
を
起
す
ビ
偶
定
す
る
ご
、
初
め
か
ら
 
 

配
管
の
確
賓
な
も
の
即
ち
少
し
も
企
業
的
の
危
険
の
無
い
も
の
で
な
け
れ
ば
手
を
出
す
老
が
少
な
い
。
無
配
常
が
少
し
 
 

く
繚
く
だ
直
ぐ
に
解
散
し
 
て
仕
舞
っ
て
今
少
し
く
堅
忍
依
持
し
苧
フ
三
富
ふ
寛
が
な
い
の
で
あ
る
。
】
般
に
企
業
に
射
 
 

す
る
観
念
が
消
極
的
で
あ
つ
て
、
有
編
な
人
が
非
常
に
多
数
な
の
に
不
拘
、
大
倉
政
、
大
事
業
が
出
現
し
な
い
。
貯
藩
 
 

は
骨
相
常
に
あ
る
が
之
を
自
ら
活
用
せ
す
に
金
て
他
力
に
委
ね
、
自
分
ほ
定
期
預
金
で
僅
か
六
分
か
七
分
の
利
金
を
有
 
 

香
川
魔
の
産
米
（
琴
平
町
に
就
い
て
）
 
 

（
こ
三
五
）
 
金
恕
 
 

、、垂   
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第
こ
懸
 
廃
こ
兢
 
 

（
こ
三
六
）
 
奄
八
 
 

難
し
ゼ
心
得
て
居
る
の
で
あ
る
。
集
め
ら
れ
た
資
金
は
背
稀
外
に
持
出
さ
れ
貸
出
さ
れ
て
螺
外
の
生
産
事
業
に
使
用
さ
 
 

れ
他
棟
を
利
し
て
居
る
ビ
云
ふ
畢
に
な
る
q
つ
よ
り
小
さ
な
利
益
に
安
閑
ビ
し
て
大
利
を
慮
ら
ぬ
ビ
云
ふ
傾
向
は
あ
る
 

第
六
に
射
倖
心
が
強
い
三
．
憲
ふ
串
は
琴
卒
を
中
娘
だ
し
た
仲
多
度
…
常
に
小
鳥
が
素
晴
ら
し
い
流
行
を
し
た
事
に
現
 
 

場
れ
て
屠
り
は
せ
ぬ
か
。
小
鳥
の
飼
養
其
の
も
の
は
株
式
の
投
機
ご
異
っ
て
】
面
か
ら
云
へ
ば
必
づ
し
も
排
斥
す
べ
き
 
 

も
の
で
は
な
く
、
農
家
の
副
業
せ
し
て
寧
ろ
奨
励
す
べ
き
で
あ
る
け
れ
共
、
之
を
飼
養
す
る
動
機
に
患
い
所
が
あ
る
の
 
 

で
あ
虻
。
小
鳥
を
飼
へ
ば
自
分
の
楽
し
み
に
な
ち
、
早
朝
か
ら
晩
夕
迄
投
餌
其
他
保
護
に
苦
心
し
て
多
大
の
労
苦
を
要
 
 

す
逢
串
で
あ
り
、
家
族
的
に
努
力
し
セ
結
果
の
賜
で
あ
る
か
ら
、
待
た
収
益
も
湯
水
の
様
に
使
消
さ
れ
る
ビ
云
ふ
様
な
 
 

革
も
少
な
小
の
で
ゐ
牒
が
、
只
親
裁
侍
姉
の
土
地
を
蛍
彿
っ
て
乾
坤
山
榔
大
金
を
之
に
投
じ
、
一
挺
千
金
を
夢
見
る
ビ
 
 

云
ふ
様
な
人
も
嚢
い
ど
は
云
へ
ぬ
▼
の
で
あ
る
。
薦
め
に
養
弟
な
ざ
は
非
常
に
磨
れ
て
看
貫
の
風
が
或
は
乏
し
く
な
つ
た
 

様
に
も
思
は
れ
ぬ
事
は
な
い
。
 
 

最
后
濫
時
間
観
念
の
薄
い
事
に
試
て
は
全
て
の
集
合
な
ぎ
に
集
ま
る
も
の
ゝ
間
に
高
給
に
は
高
松
呼
野
あ
り
、
琴
卒
 
 

美
は
琴
年
時
間
あ
る
寧
は
全
て
の
人
の
認
む
る
所
で
あ
つ
て
、
催
促
を
受
け
て
か
ら
出
る
の
を
以
て
誇
卜
二
こ
す
る
夢
は
 
 

早
く
優
し
磨
い
も
の
で
あ
る
L
』
放
館
等
の
中
食
に
二
時
間
も
待
た
さ
れ
た
例
も
こ
の
項
目
に
入
れ
得
る
。
 

三
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琴
卒
町
は
交
通
よ
く
澄
通
し
、
殊
に
最
温
琴
平
電
戚
が
高
根
に
直
通
し
で
一
段
の
便
利
を
加
へ
た
の
で
あ
る
が
、
今
 
 

琴
卒
町
を
中
心
ピ
t
て
其
の
概
況
を
見
る
ミ
（
地
図
塵
照
）
 
 
 

琴
琴
線
（
省
線
）
は
善
通
寺
を
経
て
多
度
津
で
讃
濠
線
に
合
し
1
丸
亀
、
坂
出
を
経
て
高
故
に
通
じ
、
真
に
海
を
渡
っ
 
 

て
宇
野
線
に
接
穂
し
、
岡
山
で
東
京
行
き
、
下
陶
行
き
に
逗
給
す
る
。
一
方
多
度
津
か
ら
漁
港
線
は
西
に
散
っ
て
観
音
 
 

寺
、
南
條
を
経
て
伊
艶
の
ぬ
山
に
至
る
。
 
 
 

土
讃
線
（
省
線
）
⊥
琴
尊
か
ら
階
下
し
て
財
田
に
至
る
。
近
き
牌
凍
に
延
長
し
て
池
田
に
到
れ
ば
高
徳
線
に
合
し
て
、
 
 

阿
波
徳
島
に
連
絡
し
、
叫
方
地
由
か
ら
更
に
南
下
も
で
、
所
謂
四
囲
縮
賃
銭
造
が
完
成
す
れ
ば
、
土
佐
の
高
知
に
通
す
 
 

る
撃
ど
な
つ
て
琴
年
町
は
卦
四
隊
に
逸
す
る
重
要
克
や
心
鮎
ぜ
な
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

琴
牢
感
官
電
餓
〝
琴
尊
か
ら
善
通
寺
を
軽
七
丸
亀
に
出
で
省
線
に
接
す
る
扱
ご
、
蕾
通
尊
か
ら
多
度
津
へ
出
て
尾
逸
 
 

行
き
の
汽
船
ピ
連
絡
す
る
も
の
ご
あ
る
n
 
 
 

琴
中
電
銭
毒
高
級
）
 
本
年
三
月
十
五
日
開
通
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
最
新
式
の
寧
輸
を
使
用
し
て
居
る
が
、
高
松
 
 

絡
艶
め
位
地
が
現
在
は
不
便
の
地
優
に
あ
る
の
で
省
線
の
乗
客
を
何
の
程
度
迄
に
引
受
け
得
る
か
は
疑
は
れ
て
居
る
。
 
 

終
鮎
が
高
稔
築
汚
迄
延
び
れ
ば
触
の
客
の
大
部
分
を
奮
ひ
得
る
事
は
確
か
で
あ
ら
う
。
 
 

以
上
は
既
設
の
も
の
で
あ
る
が
他
に
計
番
さ
れ
て
居
る
の
は
琴
平
か
ら
直
路
吸
出
に
到
る
急
行
電
餓
ミ
琴
年
号
 
 

観
音
寺
に
ノ
到
る
を
の
で
あ
る
。
細
他
に
省
線
固
有
餓
粒
も
、
最
近
の
磯
迫
省
教
ゎ
の
交
通
陶
を
見
る
軍
高
松
か
ら
監
路
 
 

香
川
麟
の
産
米
（
琴
平
町
に
就
い
て
）
 
 

（
土
三
七
）
 
七
九
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魔
こ
巻
 
㌣
第
．
こ
兢
 
 

（
二
三
八
）
 
 
八
〇
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琴
申
へ
出
る
汲
定
が
あ
る
様
に
見
受
け
ら
る
～
。
著
し
轟
後
の
も
の
が
賓
現
す
れ
ば
、
車
中
電
威
の
受
く
る
影
響
は
甚
 
 

し
い
も
の
で
あ
る
が
、
尭
は
別
問
題
ご
し
て
加
地
諸
線
が
完
成
し
た
彼
の
琴
卒
は
、
餓
造
及
餓
電
の
線
七
本
の
集
ま
る
 
 

魔
虻
な
り
、
他
に
自
動
車
線
を
加
へ
て
賓
に
内
通
八
達
、
香
川
嫁
香
四
周
の
安
逸
中
心
地
ど
な
る
の
で
あ
つ
七
、
参
詣
 
 

客
即
ち
所
謂
賽
客
の
今
よ
ら
飼
州
膚
喪
集
す
る
撃
は
筆
に
明
か
年
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
叫
体
琴
平
に
は
賽
客
が
何
 
 

の
位
叫
年
に
凍
遊
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
其
の
敦
盛
は
野
鶴
三
富
は
れ
、
或
ほ
百
五
十
萬
ご
唱
へ
ら
れ
、
或
は
二
百
萬
 
 

ざ
洗
さ
れ
、
探
る
所
に
苦
し
む
の
で
あ
る
が
、
今
試
み
に
省
線
琴
平
琴
に
乗
降
せ
る
客
の
数
の
累
年
比
較
を
掲
げ
て
見
 
 

る
○
 
 

大火大火∴大大大   

正 正 正正∴正   
牢 

正 正   

／  

ナナ十 十一千   

五四三ニーナ九   

申年 申年申年年   
人 敢 匹  

乗  

主四四大八セセ  
八九 八 八三三六   

六二九三四六三 ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ   
旦               三八九八二八四   
五八・一三 九六 ニ  
六 －エ 三 ○ 一 大 三   

隆  

車  

三道義・六セセセ  人  
九・⊥ 一 七 九二三   
四九八セ八二八 ヽ ヽ ヽ      ■ ヽ ヽ ヽ  

農  
四 二 八 三 八 三 三   
由由一♪玉÷，玉、五   

番
川
蝉
の
鹿
発
（
琴
平
町
に
就
い
て
）
 
 

餓
造
旗
容
乗
降
数
 
 
（
琴
卒
曙
）
 
 

（
二
三
九
）
 
 
八
l
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フ
レ
r
h
y
ぇ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■
「
一
－
 
 

か
ゃ
レ
諮
 
 

・子‾言‾‾‾三㌻㌻‾‾二「  
ヽ    ヽ     ヽ    ヽ     ■ヽ    ヽ  

買 祭 進 通 遊 借  
物 鰻 歩 過 覧 仰  
客 客 客 客 客 客  

（
二
四
〇
）
 
 
八
二
 
 

欝
こ
′
巻
 
第
こ
兢
 
 

大
玉
十
二
年
迄
は
降
車
人
員
が
乗
車
人
員
よ
り
少
な
く
、
大
正
†
三
年
以
後
は
之
に
反
す
る
は
面
白
い
現
像
で
あ
る
 
 

が
、
大
正
十
三
年
以
後
著
し
く
人
員
嬢
少
し
た
の
は
、
大
正
†
二
年
五
月
琴
中
盤
宵
電
餓
が
開
通
し
た
の
で
影
響
さ
れ
 
 

て
居
る
串
も
山
原
因
で
あ
ら
う
。
其
扁
も
娩
少
を
檀
け
て
居
る
の
は
不
景
気
が
蔚
し
汽
結
果
で
は
無
か
ら
う
か
。
琴
平
 
 

電
餓
開
通
の
結
果
如
何
な
ろ
影
響
が
表
は
れ
る
か
は
未
知
数
の
事
で
あ
る
が
、
現
在
の
高
絵
終
鮎
で
は
大
し
た
影
響
は
 
 

な
い
様
に
思
は
れ
る
。
築
港
ま
で
娃
び
れ
ば
別
問
題
で
あ
る
。
伺
以
上
の
数
字
の
悉
く
が
賓
客
で
あ
る
ど
は
勿
論
云
ひ
 

得
な
い
が
一
、
同
時
に
参
詣
客
は
餓
造
族
客
に
限
ら
な
い
か
ら
完
全
な
数
字
を
得
る
拳
は
困
難
で
あ
る
。
今
琴
率
へ
蒸
遊
 
 

す
る
も
の
～
種
類
を
老
へ
て
見
る
ど
、
 
 

以
上
り
様
に
別
け
る
撃
が
出
家
る
ど
す
れ
は
其
の
】
ぜ
二
郎
ち
倍
仰
客
ま
遊
覧
客
は
金
閣
か
ら
囲
燈
又
は
畢
猶
で
凍
 
 

や
も
の
で
あ
つ
て
、
宿
る
畢
が
出
家
る
客
で
あ
る
。
琴
卒
の
現
在
ビ
し
て
は
こ
の
二
者
が
、
∵
八
で
も
多
く
凍
り
遊
ぶ
 
 
 

即
ち
態
々
途
方
か
ら
琴
卒
常
信
心
の
鶉
め
に
凍
る
も
の
 
 

信
仰
は
無
く
て
只
見
物
に
凍
る
も
の
 
 

交
通
費
法
官
共
に
琴
牢
通
過
の
序
に
立
寄
る
も
の
 
 

丸
亀
、
高
松
速
よ
ヱ
日
の
清
遊
に
凍
る
も
の
、
伸
に
は
遊
興
の
褒
め
凍
る
の
も
あ
か
 
 

四
季
の
御
紳
撃
を
拝
す
る
焉
め
に
塵
集
す
る
人
達
 
 

附
近
の
▼
農
村
か
ら
日
用
品
其
他
の
買
物
に
凍
る
客
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挙
が
望
ま
し
い
の
で
あ
つ
て
、
之
に
付
い
て
各
人
が
苦
心
焦
慮
し
て
居
る
次
第
で
あ
る
0
交
通
が
馨
通
し
て
便
利
に
な
 
 

れ
ば
凍
避
す
る
も
の
ほ
必
ず
増
加
す
る
で
あ
ら
う
。
殊
に
爵
預
線
の
登
通
ピ
同
時
に
九
州
の
客
ビ
共
に
阪
神
地
方
の
人
 
 

で
別
府
に
遊
ん
だ
も
の
が
、
壷
後
を
経
て
琴
警
靂
る
も
の
は
決
し
て
少
く
な
い
守
信
や
る
の
で
あ
る
。
 

泊
ん
て
朝
同
地
を
揖
馨
し
日
中
琴
平
を
見
物
し
セ
、
夕
方
に
は
高
絵
に
到
ろ
事
に
な
る
か
ら
、
放
客
か
こ
泊
せ
し
む
る
 
 

に
′
は
飴
程
の
施
設
を
考
へ
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
ぺ
土
讃
線
を
利
用
し
て
養
田
観
へ
向
ふ
人
壇
も
同
様
党
を
急
ぐ
結
果
、
途
 
 

中
下
草
二
三
時
間
で
去
っ
て
仕
舞
ふ
革
に
な
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

問
交
通
費
逮
の
結
壌
琴
卒
町
は
附
近
の
中
心
市
場
ご
し
て
も
有
望
な
地
位
に
あ
る
ビ
恩
ふ
0
交
通
の
中
心
は
金
融
の
 
 

中
心
ビ
な
り
商
菜
の
中
心
ビ
な
つ
て
、
寛
は
瀧
の
宮
遽
迄
の
綾
歌
郡
の
西
南
部
、
南
は
財
Ⅲ
遽
に
至
る
仲
多
度
郡
の
南
 
 

部
、
西
は
三
豊
那
の
東
警
帝
は
琴
軍
を
中
心
ビ
し
て
経
臍
を
立
て
る
単
に
す
る
挙
も
決
し
て
夢
想
で
は
な
い
○
差
潜
 
 

っ
て
は
農
具
、
日
用
品
な
ざ
或
は
百
科
商
店
の
如
き
を
少
し
く
大
規
模
に
経
螢
す
れ
ば
相
普
面
白
い
結
果
を
見
得
る
ご
 
 

恩
ふ
。
著
し
此
所
忙
商
業
的
才
幹
を
備
へ
、
企
業
的
手
腕
を
有
す
る
人
が
あ
つ
た
な
ら
徳
島
≠
高
知
地
方
の
物
塵
の
仲
 
 

買
を
な
し
、
本
州
各
地
の
物
産
の
配
給
中
心
ご
し
て
の
任
務
を
登
ふ
す
る
寧
が
出
凍
る
有
望
な
地
位
で
あ
る
ミ
云
ひ
得
 
 

る
の
で
あ
つ
て
、
必
ず
し
も
商
琴
で
立
つ
事
が
紹
望
な
り
ど
は
云
ひ
得
な
い
の
で
あ
る
〇
 
 

四
 
 

香
川
顔
の
産
業
（
琴
平
町
に
就
い
て
）
 
 

（
こ
四
こ
 
 
八
三
 
 

・室   
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（
二
四
二
）
 
入
四
 
 
 

弟
こ
琴
．
琴
二
鱗
 
 

前
述
の
如
く
交
通
費
達
の
結
果
客
数
の
曙
加
ご
共
に
客
足
の
早
く
な
る
撃
は
琴
申
町
民
の
等
し
く
漁
想
し
で
居
る
所
 
 

ビ
思
ふ
。
九
時
の
絡
列
車
以
後
更
に
二
時
間
近
く
電
串
が
客
を
高
松
へ
運
び
去
る
の
で
あ
る
、
夜
の
高
給
は
夜
の
琴
卒
 
 

よ
ら
賑
か
で
あ
る
か
ら
、
高
松
を
根
接
地
ご
し
て
釆
林
公
園
、
屋
島
、
琴
牢
を
見
物
す
る
客
が
多
く
な
る
や
あ
ら
う
。
 
 

著
し
然
り
ご
す
れ
ば
琴
卒
は
何
か
客
足
を
止
め
る
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
其
れ
に
は
琴
申
の
人
ほ
 
 

旅
客
に
対
し
て
親
切
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
客
を
満
足
さ
せ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
騨
前
切
車
夫
が
初
め
て
の
塵
秤
 
 

客
に
射
し
て
十
八
町
も
あ
つ
て
御
歩
き
は
無
理
な
ぎ
三
富
ふ
様
な
不
親
切
な
事
は
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
薫
陶
ロ
 
 

で
如
此
不
愉
快
な
事
は
琴
年
金
体
に
射
す
る
惑
い
印
象
を
輿
へ
る
単
に
な
る
。
」
洗
の
飯
館
の
旗
客
を
過
す
る
方
法
は
 
 

間
然
す
る
慶
無
い
様
に
思
ふ
が
、
茶
代
制
度
、
室
料
制
度
な
ざ
に
戯
て
は
改
良
す
る
瓢
は
多
い
聾
ビ
思
ふ
。
殊
に
海
岸
 
 

に
速
い
琴
平
は
料
理
の
調
理
法
並
び
に
材
料
に
放
て
研
究
す
る
鎗
地
多
く
、
魚
類
を
避
け
で
名
産
の
捻
茸
な
ぎ
を
よ
く
 
 

使
用
し
て
此
の
方
面
に
も
叫
つ
の
名
物
を
作
り
出
さ
ん
撃
を
希
望
す
る
。
現
在
琴
卒
の
料
理
の
風
味
は
満
足
な
り
ビ
云
 
 

ひ
得
な
い
。
租
族
客
の
待
遇
法
に
就
て
は
町
眉
初
め
町
民
一
同
懸
命
に
な
つ
て
居
る
の
で
あ
つ
て
、
現
に
簸
客
歓
迎
食
 
 

な
か
も
の
が
あ
つ
て
町
長
自
ら
其
の
陣
頸
に
立
ち
、
有
力
な
垂
員
を
以
て
組
織
さ
れ
秤
々
劃
策
を
せ
ら
れ
、
青
年
の
音
 
 

楽
糊
を
敵
織
し
で
族
備
を
戯
め
る
計
高
が
着
々
進
行
し
て
居
る
ビ
云
ふ
事
で
あ
る
。
琴
準
町
に
目
下
族
客
の
足
を
止
む
 
 

る
何
物
が
あ
る
で
あ
ら
う
か
。
汽
車
の
時
間
を
待
ち
各
せ
る
食
め
の
三
十
分
の
時
間
を
螢
す
に
足
る
散
歩
道
も
な
い
。
 

輝
か
ら
の
参
宮
造
は
殺
風
景
極
ま
る
も
の
で
あ
る
。
今
少
し
く
気
持
ち
よ
く
散
歩
し
得
る
道
に
写
ら
ぬ
で
あ
ら
う
か
。
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花
な
で
も
粕
嘗
明
る
く
賑
か
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
町
畢
初
め
町
民
苦
心
築
造
の
騨
前
の
大
鳥
屠
七
大
宮
橋
ざ
高
度
 
 

籠
は
無
惨
な
る
か
な
現
在
で
は
死
ん
で
居
る
。
殊
に
琴
中
電
餓
の
出
家
た
薦
め
に
此
の
附
近
を
下
の
公
園
に
す
る
折
角
 
 

の
計
高
が
董
餅
に
録
し
た
拳
は
御
気
の
毒
三
方
ふ
他
は
な
い
が
、
此
の
三
つ
の
築
造
物
は
出
癖
る
或
け
早
く
活
か
せ
て
 
 

買
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

旅
客
の
足
を
止
め
争
方
法
さ
し
て
具
体
的
に
例
を
奉
げ
る
撃
は
賓
に
難
事
で
ぁ
る
か
、
誰
し
も
考
へ
つ
く
事
は
、
例
 
 

へ
ぼ
有
難
い
御
神
事
を
早
朝
又
は
夜
間
に
挙
行
し
、
又
は
神
秘
な
少
女
の
舞
を
早
朝
取
り
行
っ
て
。
琴
尊
重
詣
者
は
必
 
 

ず
朝
か
夜
間
の
御
軸
寧
を
贋
さ
な
け
れ
ぼ
凍
遊
の
慣
億
が
無
い
様
な
有
名
な
も
の
ゼ
し
、
又
は
奥
山
の
奥
の
院
に
は
何
 
 

人
も
参
拝
す
る
様
に
す
る
串
な
ぎ
で
あ
る
。
 
 
 

叉
旅
人
の
通
有
性
で
あ
る
高
所
か
ら
二
望
し
た
し
三
方
ふ
慾
求
を
清
見
さ
せ
る
焉
め
に
、
神
宮
よ
り
更
に
教
育
尺
高
 
 

い
所
に
展
望
台
を
設
け
ケ
ー
ブ
ル
登
山
電
車
を
通
は
し
め
る
革
も
出
奔
得
べ
き
事
で
あ
つ
て
、
徒
ら
に
神
域
を
汚
す
も
 
 

の
ど
し
で
排
す
べ
き
啓
で
は
な
い
。
叉
之
も
族
行
者
の
共
通
の
愁
求
に
應
ず
る
焉
め
大
浴
場
の
設
備
な
ざ
も
よ
く
、
尤
 
 

も
現
在
で
も
ラ
ヂ
ク
ム
汲
ピ
か
の
設
備
恨
あ
る
様
で
あ
る
が
も
つ
三
光
重
な
も
の
に
し
た
い
。
洋
式
ホ
テ
ル
の
鮭
螢
も
 
 

望
ま
し
い
串
で
あ
つ
で
、
醜
在
ホ
テ
ル
の
設
備
の
無
い
焉
め
に
外
国
人
の
遊
凍
者
に
不
自
由
々
威
せ
し
め
て
居
た
香
川
 
 

辣
仝
恰
は
、
外
囲
∧
に
螺
下
の
名
所
贋
蹟
を
紹
介
し
得
る
串
ビ
な
り
、
殊
に
高
松
に
粗
忽
な
い
内
に
琴
平
に
此
の
設
備
 
 

が
出
家
れ
ば
高
給
へ
宿
る
べ
き
客
を
も
琴
軍
へ
ノ
寄
せ
る
事
が
損
耗
る
ビ
思
ふ
。
ホ
一
デ
ル
が
出
家
れ
ば
全
て
の
放
客
が
皆
 
 

呑
州
願
¢
塵
発
（
琴
平
町
に
就
い
て
）
 
 

（
こ
四
三
）
 
 
八
五
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（
二
由
四
）
 
 
八
六
 
 

第
こ
超
 
弟
子
鱗
 
 

ホ
テ
ル
へ
宿
り
、
洋
食
堂
が
出
凍
れ
ば
全
て
之
に
行
く
ビ
思
ふ
の
は
大
き
な
間
違
ひ
で
、
日
本
式
族
宿
を
特
に
好
む
八
 
 

は
醸
故
に
有
存
す
る
の
で
、
結
局
山
人
で
も
飴
計
に
此
の
町
へ
蒸
丁
宿
る
人
が
殖
へ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
附
近
の
都
 
 

市
に
な
い
様
な
立
派
な
大
劇
場
を
作
っ
て
出
し
物
も
一
流
の
も
の
を
撰
べ
ば
、
高
倣
、
丸
亀
速
か
ら
も
観
客
を
吸
収
す
 
 

る
事
は
揖
凍
る
ビ
思
ふ
、
∵
町
長
か
ら
聞
く
所
に
よ
れ
ば
維
新
頃
皇
で
は
琴
申
‖
讃
岐
唯
一
の
遊
興
地
で
あ
つ
て
、
特
に
 
 

金
丸
魔
の
如
き
常
時
大
芝
居
小
屋
が
あ
り
禽
に
千
両
役
者
を
聴
し
て
観
客
は
宿
り
が
け
で
遠
く
か
ら
集
っ
た
も
の
で
あ
 
 

る
ご
云
ふ
。
尤
も
常
時
遊
興
稔
の
様
な
形
で
取
立
て
積
立
て
た
七
萬
帝
王
霊
ふ
莫
大
な
資
金
を
有
し
て
居
て
、
故
損
を
 
 

・
し
て
む
之
を
行
っ
た
ま
云
ふ
箪
で
あ
る
。
嫁
下
に
一
つ
も
な
い
牒
契
紫
の
如
き
殊
に
場
所
柄
琴
平
に
履
き
た
い
も
の
で
 
 

あ
る
。
其
他
グ
ラ
タ
ン
ド
む
よ
く
、
囲
牌
族
行
者
の
焉
め
に
は
花
柳
界
も
必
要
で
あ
り
、
家
族
族
宿
者
の
食
め
に
は
町
 
 

長
の
計
裔
通
り
に
動
物
園
も
結
構
で
あ
り
、
梯
樹
園
、
梅
花
因
も
叉
甚
だ
結
構
で
あ
つ
て
、
是
非
計
裔
の
み
で
な
く
寮
 
 

現
し
て
戴
き
た
い
も
の
ビ
斬
っ
て
居
る
。
又
折
角
美
事
な
神
苑
あ
り
、
公
園
あ
り
、
遊
動
域
あ
り
、
同
番
館
あ
り
、
他
 
 

に
求
め
難
い
自
然
林
の
勝
景
が
あ
る
が
、
二
史
に
族
人
に
知
ら
れ
や
や
通
過
さ
れ
て
仕
舞
ふ
の
は
如
何
に
も
磯
念
の
事
 
 

で
あ
る
。
放
人
は
何
れ
も
急
い
で
参
拝
し
、
下
山
し
て
仕
舞
ふ
の
は
何
研
か
に
濱
付
い
た
気
分
に
さ
せ
な
い
何
者
か
が
 
 

あ
る
か
ら
だ
電
思
ふ
ハ
、
神
政
に
は
囲
賓
の
得
難
い
も
の
が
あ
る
軍
閥
く
け
れ
ざ
も
十
更
に
旅
人
に
は
不
知
で
あ
る
。
山
 
 

麓
で
も
彼
の
翰
橋
の
如
き
是
非
一
見
の
僧
侶
ぁ
る
神
橋
が
少
し
も
世
の
人
に
知
ら
れ
て
居
ら
ぬ
の
も
惜
し
い
撃
で
あ
る
 
 

募
れ
に
は
騨
前
附
近
に
名
所
尭
内
園
を
掲
げ
て
見
物
の
途
順
を
示
し
、
又
ば
賽
客
集
内
所
を
設
け
又
は
簡
単
な
印
刷
物
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地
陶
を
配
布
す
る
位
の
事
ほ
賓
行
し
て
買
ぃ
た
い
ぞ
思
ふ
。
伺
賽
容
の
通
過
す
る
道
路
は
御
互
ひ
に
掃
除
な
ざ
に
念
を
 
 

入
れ
て
、
各
戸
は
店
頭
を
整
へ
特
に
飲
食
店
は
清
潔
を
心
掛
け
て
気
持
ち
よ
く
通
行
さ
せ
る
撃
は
琴
平
町
の
様
な
族
客
 
 

に
ょ
つ
て
立
琴
フ
ゼ
し
て
居
る
町
の
人
々
の
聴
に
心
掛
く
べ
き
串
で
あ
る
虚
思
ふ
。
 
 

五
 
 

前
に
も
述
べ
尭
如
く
琴
申
町
に
は
濁
時
の
土
産
物
は
な
い
。
品
搾
は
二
百
五
十
種
も
あ
る
が
見
地
方
で
出
凍
る
も
の
 
 

に
金
比
雁
宮
の
印
を
入
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
田
舎
者
相
手
の
玩
具
の
楼
な
も
め
許
ら
で
仲
に
は
金
刀
比
羅
ビ
何
の
 
 

ゆ
か
り
も
な
い
も
の
が
多
い
0
琴
率
は
雨
が
多
い
か
ら
餞
が
名
物
で
あ
る
。
由
緒
あ
る
五
軒
の
露
店
も
面
白
い
け
れ
共
 
 

何
だ
な
く
清
潔
立
は
云
は
れ
ぬ
楼
で
あ
る
。
別
府
の
竹
細
エ
、
熱
海
の
椿
油
ど
云
ふ
様
な
し
つ
か
♭
し
た
土
産
を
欲
し
 
 

い
も
の
だ
恩
ふ
。
彫
扱
品
も
あ
る
が
渾
中
名
物
三
富
ふ
事
は
出
家
な
い
。
辛
ひ
香
川
戚
人
は
手
先
が
器
用
で
あ
り
襲
術
 
 

の
趣
奴
豊
富
で
あ
る
ご
の
畢
で
あ
る
か
ら
、
何
か
美
術
的
の
も
の
を
造
り
出
し
て
貰
ひ
た
い
も
の
で
あ
る
。
都
督
の
人
 
 

に
詮
ら
し
い
賓
用
品
が
欲
し
い
も
の
ど
恩
ふ
。
土
産
品
の
購
入
に
は
信
用
組
合
が
あ
つ
て
共
同
購
入
の
利
益
を
摩
げ
て
 
 

居
る
ど
の
畢
で
あ
る
が
、
販
繋
方
面
に
も
共
同
し
て
貰
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
正
札
坂
東
、
又
は
共
同
販
茸
所
、
或
は
 
 

騨
前
へ
物
産
陳
列
所
の
経
螢
ビ
同
時
に
食
堂
の
経
螢
の
如
き
を
土
産
物
商
同
業
組
合
な
ぎ
が
計
零
し
た
ら
何
ん
な
も
の
 
 

で
あ
ら
う
か
？
．
町
長
の
計
高
に
は
燦
商
品
館
の
分
館
を
騨
前
に
畢
て
佗
い
ど
の
拳
、
之
も
大
い
に
賛
成
す
べ
き
事
で
あ
 
 

吾
川
拒
め
産
喪
（
琴
平
町
に
就
い
て
）
 
 

（
二
四
五
）
 
 
八
七
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第
二
．
螢
 
第
三
堺
 
 

（
三
四
方
）
．
・
八
人
、
 

っ
て
東
林
公
園
に
あ
る
よ
り
も
必
ず
有
効
セ
あ
る
一
軍
碍
し
る
▼
。
商
品
陳
列
の
方
綾
な
ぎ
も
考
慮
す
る
銀
地
は
多
心
横
棒
 
 

で
あ
る
〇
 
 

大
 
 

帝
岐
の
金
刀
地
産
は
賓
に
有
名
で
ぁ
る
。
日
本
魯
観
め
み
な
ら
す
遽
ぐ
米
国
に
も
支
社
ほ
密
か
れ
て
あ
り
、
在
外
日
 
 

本
人
の
由
に
も
信
仰
厚
い
も
の
で
あ
盆
。
、
併
し
琴
卒
に
紳
敢
が
あ
る
の
み
で
あ
つ
て
、
風
恩
の
よ
い
串
を
喝
へ
る
人
は
 

金
′
、
な
い
q
あ
の
雨
気
を
含
ん
だ
琴
平
山
を
麓
か
ら
眺
め
た
所
は
貪
て
他
に
求
め
ら
れ
ぬ
絶
息
で
あ
る
っ
運
動
場
の
あ
 
 

る
公
阻
も
賓
に
美
事
な
も
の
で
あ
る
が
、
少
し
も
散
開
に
知
ら
れ
て
居
ら
ぬ
、
宣
騰
が
足
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
折
角
や
 
 

夏
期
の
催
し
で
あ
る
「
楽
園
の
琴
平
」
も
二
夏
我
々
高
松
に
住
居
す
る
も
の
す
ら
も
誘
ふ
に
足
る
富
倦
が
行
、
は
れ
な
い
。
 
 

如
此
催
し
は
里
人
の
娯
楽
に
終
ら
し
め
て
は
な
ら
ぬ
。
叉
善
通
寺
も
弘
法
大
師
の
御
誕
生
地
で
あ
る
が
、
一
束
東
京
大
 
 

阪
の
人
達
に
は
知
ら
れ
て
居
ら
ぬ
様
に
思
ふ
。
誠
に
惜
し
い
寧
で
あ
る
。
善
通
寺
町
ざ
共
同
し
て
宣
倦
す
る
の
も
一
策
 
 

で
あ
る
。
叉
固
有
域
造
ビ
琴
中
電
餓
ピ
屋
島
遊
覧
電
車
ビ
協
定
し
で
巡
回
遊
覧
切
符
を
教
ゎ
し
菜
林
公
園
、
屋
島
、
琴
 
 

申
、
蕃
通
専
ざ
便
利
に
順
序
よ
ぐ
見
巡
う
得
る
療
に
な
る
審
も
望
呈
し
い
事
で
あ
る
。
香
川
燦
重
態
の
共
同
販
常
な
ざ
 
 

の
衰
め
、
大
阪
京
都
速
で
物
産
の
疲
常
に
普
つ
で
、
抽
殊
に
よ
う
で
輩
岐
見
物
客
を
常
方
り
登
用
ア
招
待
す
る
様
な
方
 
 

法
、
も
あ
る
Q
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要
す
る
に
琴
卒
町
否
香
川
嬢
各
地
の
人
薙
が
、
一
丹
心
同
鱒
に
な
つ
て
放
客
の
招
待
に
努
む
べ
き
で
あ
つ
て
、
東
京
、
 
 

阻
西
方
面
へ
牒
讃
岐
見
物
に
面
白
く
、
容
易
で
あ
㌔
変
通
の
至
便
な
事
藍
且
倦
し
、
固
鱒
を
勅
琴
し
、
⊥
方
別
府
か
 
 

ら
の
蹄
政
道
後
を
経
て
、
必
す
琴
平
螢
に
高
故
地
方
の
遊
覧
を
試
み
さ
せ
る
様
な
方
法
を
放
ち
た
い
も
の
で
あ
る
。
其
 
 

の
宣
倦
の
方
睦
は
贋
く
町
民
一
般
の
共
に
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
革
で
あ
つ
て
普
革
者
の
み
に
委
す
の
は
探
ら
ぬ
所
で
 
 

あ
篭
．
ポ
ス
タ
ー
の
宣
俸
、
新
聞
抄
盛
曹
、
案
内
記
の
作
成
な
ざ
も
塞
要
望
串
で
あ
る
。
名
士
の
凍
遊
毎
に
其
の
意
見
 
 

を
問
も
或
は
退
去
し
た
後
に
名
士
に
向
つ
て
琴
準
町
に
射
す
る
感
想
な
ざ
を
問
合
せ
る
革
も
一
方
法
ま
考
へ
ら
れ
る
 
 

臥
で
、
問
合
せ
る
事
自
身
が
多
少
の
宣
倦
ビ
な
る
ご
共
に
、
琴
平
町
の
長
所
短
所
の
指
摘
を
受
け
て
長
を
助
け
、
短
を
 
 

拾
つ
る
箪
を
得
る
ビ
思
ふ
。
最
近
の
松
山
の
産
業
博
覧
督
、
来
年
の
高
舷
に
於
け
る
登
園
産
業
博
箆
禽
に
も
是
非
宣
倦
 
 

方
面
に
鮮
か
な
括
勒
を
し
て
戴
き
皮
い
ざ
思
ふ
。
琴
申
町
は
商
工
業
や
立
つ
撃
は
出
水
ぬ
ど
は
決
し
て
息
は
ぬ
。
永
い
 
 

間
嘗
地
方
で
行
は
れ
て
凍
た
代
金
年
二
期
排
の
習
慣
や
、
ニ
ケ
月
餅
皮
に
四
ケ
月
排
の
風
習
等
が
改
良
せ
ら
れ
、
企
業
 
 

の
指
墳
者
が
あ
れ
ば
立
派
に
商
業
部
覇
に
立
つ
畢
が
出
家
る
ビ
信
じ
▲
る
で
あ
る
が
、
美
音
つ
で
の
目
標
ビ
し
て
は
遊
魔
 
 

地
ぎ
r
l
て
立
つ
他
は
あ
る
ま
い
ど
思
ふ
。
古
い
諺
で
は
あ
る
が
天
の
時
は
地
の
利
に
若
か
す
、
地
の
利
は
人
の
和
に
若
 
 

か
す
、
地
の
利
は
充
分
享
け
て
居
る
琴
申
は
、
幸
ひ
名
町
長
も
上
に
あ
ゎ
、
町
会
髄
よ
く
協
力
…
致
町
勢
の
費
展
を
期
 

す
れ
ば
、
同
町
の
購
襟
は
賓
に
多
望
で
あ
る
ビ
信
じ
て
此
の
稿
を
終
へ
る
次
第
で
あ
右
。
（
一
九
二
七
．
三
．
1
6
）
 

替
川
鮨
の
産
米
（
琴
平
町
l
こ
就
い
て
）
 
 

（
二
四
七
）
′
 
入
九
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